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平成30年11月８日 

《観光振興部》 

◎浜田（英）委員長 次に、観光振興部について行います。 

 初めに、部長の総括説明を求めます。 

 なお、部長に対する質疑は各課長に対する質疑とあわせて行いたいと思いますので、御

了承願います。 

（総括説明） 

◎浜田（英）委員長 続いて所管課の説明を求めます。 

〈観光政策課〉 

◎浜田（英）委員長 最初に、観光政策課について行います。 

（執行部の説明） 

◎浜田（英）委員長 質疑を行います。 

◎池脇委員 外国からの観光客が随分ふえてきているということで、これからも外国人の

観光客に対する対応を進めていくことでしょうけれども。そこで、先ほど説明の中で、本

県の観光商品で、外国人がクールと評価していただいている商品の主なものは、どういう

ものがあるんですか。 

◎小西国際観光課長 国際観光課の小西と申します。クールということで、本県の魅力と

いう部分でお答えします。台湾それから香港のお客様が、今多く高知に訪れていただいて

いまして、ほぼ四国を周遊するような形で、団体のバスツアーが中心になっております。

それで、例えば高知では、高知城でありますとか、四万十川、そういった日本の文化、そ

れから絶景、自然に親しみを感じて、高知にも足を運んでいただいておる状況でございま

して。海外の皆様におきましても、この高知の大自然に、クール、魅力を感じていただい

ている部分もあろうかと考えております。それから食の部分も、我々非常に自慢の食がご

ざいますので、カツオのタタキを中心に外国の皆様にも御紹介して、評価もいただいてお

るところでございます。 

◎池脇委員 先ほどの課長の説明のときに、いわゆる観光商品を開発していくというお話

があったもんですからね。外国人が魅力に思う商品開発をしなければ、飽きられるわけで

すよね。いい商品を開発すれば広まっていくわけですから、そういう意味で今外国の方が

高知県の観光商品、食もあるでしょうし、景色もあるでしょうし、その他さまざまあると

思うんですが、どういうところに関心を引かれているのかを、ちょっとお聞きしたかった

んです。だからインバウンドでたくさんの方がお見えになりますけれども、そうしたとき

に一体どういう部分、どういうところに反応しているかを、しっかり観察をして商品化す

ることが大事だと思うんですね。そうしないと、いつまでもインバウンドでこの流れが続

いて、来るかもわからないわけですから。それでも、一遍高知に来た人が今度家族連れで
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とか小単位で、もう一度行きたいなと、あそこはあれがクールだったなと、しっかりその

魅力が心に残るものがあれば、リピーターが見込めるわけですから。その意味での商品開

発って大変大事と思うんで、ぜひ問題意識を持ってつくり上げていただきたいと思います

けれども、いかがですか。 

◎辻観光政策課長 それこそ来年２月からスタートさせます自然・体験型キャンペーンに

おきましては、生活文化の異なる外国の方でも、この自然の豊かさを享受する、あるいは

アウトドアを満喫するといった観点では、本当に親和性が高い部分になってこようかと思

いますので。国内のお客さんのニーズなんかもしっかり踏まえて、観光開発をしていくの

は当然ですけれども。特に本県が重点的な市場と捉えている海外のトレンドとか、ニーズ

もよく分析してこのキャンペーンの中に生かして、インバウンドの入り込み数が少しでも

上積みできていくように、つくって売ってというサイクルを回していきたいと思っていま

す。 

◎土居委員 観光振興推進事業費の国内誘致の事業ですけど。この決算額を見ても、ＭＩ

ＣＥの誘致に随分力を入れておられるように感じるんですけど。29年度のＭＩＣＥ誘致の

実績はどうだったのかお願いします。 

◎辻観光政策課長 昨年度のＭＩＣＥの実績といたしまして、人数にいたしまして３万人。

目標設定も３万人で設定していたんですけれども、その３万人を何とかぎりぎり達成でき

る３万531人の受け入れ実績がございます。 

◎土居委員 延べ３万人ということですね。 

◎辻観光政策課長 そうです。 

◎土居委員 やはり高知市に来られる方がほとんどですかね。 

◎辻観光政策課長 やはり大きな会議、会場とかを考えますと、どうしてもほとんどが高

知市に集中しておる状況だと受けとめております。 

◎土居委員 これだけの効果のあるＭＩＣＥ誘致ですので、やはり高知市のみならず、そ

れを少しでも周辺部の、泊まる場所と、学会等の会が開けるキャパシティーにもよると思

うんですけど、環境に応じて波及もできるんじゃないかと思うんですけど、その辺県とし

ては今後どんな感じなんですか。 

◎辻観光政策課長 おっしゃるとおり、もちろん経済的なインパクトでいうと、ある意味

郡部の市とか町であればあるほど、インパクトは大きいと思いますので。確かに、例えば

大きなホールがあるかとか、一遍にお泊まりいただける施設があるかとか、条件はあろう

かと思うんですけれども。条件が適合すれば、特に高知市にとらわれず、郡部の市とかに

も極力お越しいただけるようなセールス活動は進めていきたいと思います。 

◎土居委員 それには当然市町村との連携であるとか、一度来てくれた学会のグループと

かにもう１回来てもらう、継続性を求めていくとか、一定の戦略も必要だし。また県とし
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ての誘致の体制も大事になってくると思うんですけど、その辺、県はどう取り組んでいか

れますか。 

◎辻観光政策課長 現在コンベンション協会の中に、このＭＩＣＥも進める担当を配置し

ていただいておりまして。そちらがいわゆる学会とか、大きな会を開催する団体とか、大

学とか、そういったところに日常的にセールス活動を展開しております。あと委員のおっ

しゃられた市町村との連携という部分で、ひょっとするとまだまだこれからという側面が

あるのかもしれませんので。そういった視点も含めて、おっしゃるように本当に地域地域

でもこういった会が開催できる、受け入れができるということは、ぜひ目指していきたい

と思います。 

◎金岡委員 いろいろやっていただいて、ありがたいと思っていますが。そうした中で、

ことし特に見られた、ことしということもないんですが、ラフティングのお客さんは随分

来ていました。１日にひょっとすると1,000人近く、文字どおり流れております。流れてお

るというのはどういうことかというと、徳島へ行ってしまう。ほとんどが全部池田へ行っ

てしまう。それを何とかとめる方法はと考えておるんですが、難しいところもあります。

いわゆるインバウンドの外国人のお客さんがたくさんいらっしゃいます。何を目的に来ら

れるのかというと、そのラフティングなんですが、よその国の河川は非常に濁っておると。

世界で１番きれいなんじゃないろうかと言われておりますので、ここはぜひとも売り物に

していただきたい。 

 もう一つその関連で言いますと、外国人のお客さんがたくさんいらっしゃって民宿等に

泊まっております。受け入れの体制というのは、私は必要ないと思います。要するに言葉

がわからないとか、全然関係ないですね。もう簡単に受け入れています。何を言いたいか

というと、ほとんどは口コミなんですよね。要するに、全く発信ができてないんです。そ

こら辺を何とかうまくできないものかということですね。もっと加えて言うならば、神社

仏閣へもよく来ます。それから、夏祭りへもよく入って来ます。ほとんど口コミですね。

そういうものを発信ができれば、紹介ができれば、これはかなりいらっしゃるのではない

かなと思うんですが、そこら辺の発信、あるいは紹介等についていかがですか。 

◎辻観光政策課長 現在県ではインバウンド向けの情報発信ツールとして、ＶＩＳＩＴ 

ＫＯＣＨＩ ＪＡＰＡＮというホームページを持っています。一つにはやはりここでの情

報発信力、すなわちそこに載せる情報量をもっと多くしていくことだと思います。それか

らもう１点、来年２月からの自然・体験型キャンペーンに向けて、現在特設サイトの開発

を進めています。どういった内容かというと、今まさに金岡委員がおっしゃった、例えば

ラフティングであるとか、もちろんダイビングもそうですし、あとアクティビティーだけ

じゃなくて、例えばガイドさんと歩く歴史のまちあるき体験であったりとか、そういった

県内にあるさまざまな体験にかかわるコンテンツを、ぎゅうっと情報を一元化して、ここ
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さえ見てもらえれば、高知県内の体験プログラムが全て網羅されているというサイトを、

今開発中です。このサイトは、多くの言語に対応するのは技術的になかなか難しいところ

はあるんですけれども、少なくとも自動翻訳機能は備えて、少なくとも英語での表記はで

きるように現在準備中でございますので。おっしゃっていただいた口コミという部分でい

くと、ＳＮＳでの拡散とかも大事だと思っているんですけれども。加えてＶＩＳＩＴ Ｋ

ＯＣＨＩ ＪＡＰＡＮと現在開発中の新たな特設サイトでの情報発信、情報量の充実もし

っかりやっていきたいと思っています。 

◎金岡委員 それともう１点、同じ話なんですが。外国のお客さんが多分高松空港あたり

へ入ってきて来られるんだと思いますが。前も申し上げたと思いますが、大歩危駅へ皆さ

んおりられます。ところが、大歩危駅には高知県の紹介の情報は何にもないです。だから

恐らく高知県へは一部の知っている方しか入ってこないんですね。ほとんどが祖谷へ入っ

ていく形になっていると思うんです。ある種、徳島県ですけれども、高知県の入り口みた

いなもんですから、そういうところへ情報を流していく、あるいはパンフレットを置いて

いくことをやれば、随分外国のお客さんも入ってきやすいんじゃなかろうかと思うんです

けれども、いかがですか。 

◎小西国際観光課長 おっしゃるとおり、大歩危のほうにはＪＲパスを使って、祖谷のほ

うに外国の方が訪れているとお聞きしております。委員おっしゃられたように、そういっ

たところに、高知の情報を置いていくのも効果的だと思いますので。またどれぐらい置け

るかはこれからですけど、置けるものを置いていただくようお話もしていきたいと思いま

す。あと四国全体でパンフレットなんかもつくっておりまして、その中には当然高知の観

光地等も含めた四国版のマップでありますとか、観光ガイドブックもございますので、そ

ういったものも使っていただけるように、宣伝をしていきたいと思います。 

 それから先ほど言いましたＳＮＳを使って、やはりこれから個人で来られるお客様が多

うございますので、外国の方にもアドバイスもいただきながら、我々が気づいていない目

線で、外国の方が感じている魅力等もあると思いますので、ＳＮＳを使って直接旅行を目

指しているお客様に情報をお届けしていくような手法を、今後も研究もしながらやってい

きたいと考えています。 

◎金岡委員 私も誤解しておったんですけど、私は今まで受け入れ態勢がなければいけな

いと思っていたんですが、その必要はないですね。食堂へ行っても民宿でも、もう本当に

全く日本語のわからない方が適当にやっていますので、私はその心配は全くないと思うん

で。受け入れよりも、今言ったように情報発信に、やっぱり重きを置くべきであろうと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

◎塚地委員 この夏に、１日4,300人の日本母親大会が無事成功いたしまして、２日間で約

１万人の皆さんにお越しいただきまして。知事にも御挨拶いただいて、大変みんな喜んで
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帰りまして、お世話になりましてありがとうございました。それで、その中で何ちゃじゃ

ないことなんですけど、このＭＩＣＥを誘致するのに結構大事かなと思ったのは、お弁当

だったんです。結構お弁当を吟味いたしまして、高知のいい食材を安くつくっていただい

て、そのお弁当が大変好評で。高知の食材はおいしいと言って、すごい喜んで帰ってくだ

さって、前もってお弁当を吟味したのはよかったなあと言って。それで、高知の物を買っ

て帰ろうとか、食べに行こうとかで、行き切れなかったところにまた来て行こうとかって

言っていただいて。私はあんまりそんなに考えなかったんですが、さすが女性の会で、す

ごくそこに力点を置いていてくださって。波及効果としては、そんなに高くなくつくって

いただけたと思うんです。なので、そこは主催者の皆さんにも、アドバイス的に言ってい

ただいたら役に立つんじゃないかなと思って、それは一つ提案でございます。 

 それと、プロモーション事業なんですけど、このフィルムコミッション事業は今どんな

感じで、このロケに対する支援費300万円って決算はどういう状況。 

◎辻観光政策課長 こちらに上がっている経費が、支援を行った経費というよりも、むし

ろ観光コンベンション協会が、日本フィルムコミッションの主催するイベントなんかに参

加して、県外関係組織とのネットワークづくりとか、コンベンション協会のフィルムコミ

ッションのスキル自体を上げていくための研修とか、そういった部分に主に充当したもの

でございます。フィルムコミッションの事業といたしましては、ロケーションのサービス

事業も、ロケハンとかロケのときの情報提供であったり、サポートであったりといった活

動に、日常的に努めておる状況です。 

◎塚地委員 結構人脈が大事な事業でもございますので、ぜひそこは大事にしていただい

たらいいんじゃないかと思うんですけど。ちょっとこれと直接関係ないんですけど、今一

生懸命、ジョン万をどう売り出すかとか、牧野富太郎さんの朝ドラをやろうとかいう動き

が結構活発化していて。やっぱり一旦そういうマスコミのものに載ったり、映画化される

ということになると、観光への影響は大変大きいので、そういうことに対するこちら側の

支援は、例えば一緒に売り込みに行くみたいなことも、やってくださっているものなんで

すか。また、そういうところから呼びかけがあれば、何か対応ができるとか。 

◎三浦観光コンベンション協会専務理事 コンベンション協会専務理事の三浦でございま

す。ジョン万、フィルムコミッションでやっているというよりは、映画の誘致なんかにつ

いては、土佐清水市で誘致の推進協議会みたいなやつを立ち上げて、県も一緒にその組織

の中に加わった形で、自治体として一緒に連携してやっていると。フィルムコミッション

というのは、どちらかというと映画を誘致してくるという話で、こちらからの情報発信の、

実際に取り上げてつくってくれという部分とはちょっと違うということです。フィルムコ

ミッションの中では、それはやっていなくて、牧野の部分は私ちょっと詳しくないんです

けど、ジョン万のほうは自治体中心というか、実行委員会中心に取り組まれているという
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ところにあります。 

◎塚地委員 違いがわかって聞いたつもりではございましたけど。牧野富太郎先生の活躍

も結構大きくて、それは高知県の自然とタイアップしていける、おもしろいものになるん

じゃないかと思って。今大分動きも頑張って出始めていますんで、また注目していただい

たらと思います。よろしくお願いします。 

◎三浦観光コンベンション協会専務理事 はい、わかりました。 

◎浜田（英）委員長 課長は早明浦ダムでワカサギが釣れゆうことは御存じですか。  

◎辻観光政策課長 はい、聞いたことがあります。 

◎浜田（英）委員長 行宗さんは当然知っちゅうと思いますが。冬場のアウトドアのアク

ティビティー、やっぱり閑散期にいかに集客をするかということは、大変な難しい課題よ

ね。黒笹さんが、早明浦でもおるらしいよということで、テストで釣ったら結構おるんで

すよね。ほんで、今度プレ大会でワカサギ釣り大会をやるんですけれども、これを何とか

冬場のアクティビティーにつなげて、あの寒い嶺北地方での冬の名物にして。もう既に金

岡委員さんもいろいろ尽力いただいて、大川村もいかだの中へドーム型のハウスをつくっ

ていただいて、そこで釣ったやつを揚げもって、一杯できるような装置も仕掛けているよ

うなことでございますので、ぜひこれを県も支援をしていただきたいと。さめうらプロジ

ェクトの辻村君が一生懸命やってくれよりますけれども。それからフィッシングハヤシの

社長も、あそこへふ卵器を、卵をあそこでどんどんかえすように、それを日本釣用品工業

会へエントリーをしていただけるような形で進んでおりますので。嶺北で１番広いフィー

ルドは早明浦ダムです。あの広いフィールドを遺憾なく活性化につなげて、観光の誘客に

つなげたら。ワカサギ釣りは老若男女問わずみんなが楽しめる世界ですので。また釣り好

きの行宗副部長も参加してね、ぜひともやっていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

◎尾下副部長 プレ大会も含めて、大川村から情報をいただいていまして。今、大川村プ

ロジェクトの中の取り組みの一つということで、観光振興部も次のキャンペーンに向けて

支援をさせていただくことにしております。 

◎浜田（英）委員長 ありがとうございます、よろしくお願いいたします。 

 以上で観光政策課を終わります。 

〈国際観光課〉 

◎浜田（英）委員長 次に、国際観光課について行います。 

（執行部の説明） 

◎浜田（英）委員長 質疑を行います。 

◎浜田（豪）委員 よさこいチーム海外派遣委託料のチームは、どのチームが行ったのか、

そしてまたどのようにそのチームを選んだのか、教えてください。 
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◎宮地国際観光課企画監 よさこいの海外チーム派遣委託料につきましては、昨年度は台

湾で行われましたランタン祭り、それと新竹県のお祭りに参加をさせていただいておりま

す。ランタン祭りには、ほにやさん。新竹県のほうには、とらっくよさこいさんに御参加

をいただいておりまして。この海外へのチームの派遣、それから国内でのよさこい祭りへ

の派遣につきましては、高知県で行われるよさこい祭りでの昨年度の入賞チームを対象に、

次にこういうところに派遣をする予定があるんですけれども、参加の御希望はありますか

という意向調査を行いまして、御希望があったところとマッチングをさせていただいて、

依頼をしている状況でございます。 

◎浜田（豪）委員 安心しました。というのも、先日の天皇皇后両陛下がお見えになった

行幸啓のときに、かるぽーとでよさこいをやられておったんですけど。本当に大変恐縮な

んですけど、私はそんなによさこいのことを知らないというか、そんなにチームも知らな

い人間からすると、あんまり聞いたことがないチームが出ておりまして。先ほどおっしゃ

るとおり、この素人の私でも知っているような、ほにやなど３大チームみたいなチームが

あると思うんですけど、そういうエース級を投入していただいたら。もちろん天皇皇后両

陛下おられませんでしたので構いませんけど、県外から来られた方に御披露するときに、

そういうチームのほうがいいのかななんて、個人的に思ったところでありまして、それは

本当に安心しました。海外に行くときなんか、特にそういうのが必要なんじゃないかなと

思うので、安心したところであります。それと、海外のよさこいのプロモーションなんで

すけど、これ一体どの程度の目的地というか、想定をされておるのか。海外に認知してい

くといっても、海外といってもこれだけ広い中で予算もかけていって、東京オリンピック

までで終わる、2020年で終わりとか、どういう最終地を考えてらっしゃるのか、教えてく

ださい。 

◎小西国際観光課長 海外のよさこいのプロモーションということで、台湾につきまして

はもう７年ぐらい前からずっとランタン祭り、台湾で最大のお祭りに、先ほど御説明しま

した高知のトップチームを派遣して、よさこい発祥の地高知を台湾の皆さんにも知ってい

ただこう、そしてそれが最終的にはインバウンドの誘致でありますとか、貿易の促進とい

ったものにつなげていきたいという思いで、台湾については重点的に今取り組みを進めて

おります。 

 それから、その他の地域につきましては、東京2020のオリンピック・パラリンピックで

の演舞を目指してということもございまして、全国のよさこい団体と一緒に取り組みを進

めております。東京オリンピックで、よさこいをさらに世界に発信をしていこうという取

り組みをしておりまして。いろいろな国から派遣の要請なんかもあるんですが、経費の問

題とか、あと先ほどおっしゃられたように費用対効果の問題もございますので、まずは海

外にチームをつくってもらおうという取り組みをしていこうじゃないかと、よさこいマイ
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スターということで、よさこいのチームづくりを支援していただける方を募って、海外で

要請があるところに行っていただこうと、昨年は、木浦共生園でありますとか、香港のお

祭りでよさこいをやりたいという、現地のダンススクールなんかにも派遣をさせていただ

いております。 

 それともう一つはＪＩＣＡのプログラムで、南米には青年ボランティアで長期間、よさ

こいを現地で根づかせていただくことを目的に、ＪＩＣＡのほうで派遣をしていただいて、

取り組みも進めておりまして。どこまで派遣するのかは、なかなかスパンと言えない部分

はありますけど、台湾なんかについてはずっと関係を築いていくことも大事だと思います。

それからそのほかの国も、場合によっては派遣も検討しなければいけない事案もあると思

いますし、それぞれの地域でとにかく広げていくということで、チームをつくっていく部

分をサポートしていくといった取り組みをしながら進めていきたいと考えています。 

◎浜田（豪）委員 よくわかりました。 

◎池脇委員 よさこいの国際化の一番最初は、ロンドンオリンピックのときだと思うんで

すね。ロンドンオリンピックで初めて各国の踊り、開会式でやる部分と、それからその前

座で開会の前に会場の外でやるやつで、そういう仕組みをイギリスがされて。そのときに

私の知人から、よさこいもぜひ参加をさせませんかというお話をいただいて。これはオリ

ンピック協議委員会でも決めなくちゃいけないんで、そこに関係のある方だったんですけ

れども。それで県に働きかけて、そのための支援をお願いをしたんですけれども、結局そ

のときには高知県は余り乗り気じゃなくてね。オリンピックによさこいを出す、これは派

遣をするわけでお金が要ることですから、行政で一定の補助が出なければ、全部個人持ち

になるんでね。相当僕も話をしたんですけど、その当時、中谷先生とか、うちの石田衆議

院議員とか、国会議員も中に入っていただいて一生懸命あっせんをした時期が。ここは一

つの契機であったかとは思うんですね。県もそういうチャンスがあるんだという認識も持

っていただいて。その後オリンピックは、そういうこともやりましょうと、ロンドンオリ

ンピックからそれが伝統化してきていますから。今回の東京オリンピックでも、当然これ

は国内で行われるわけですから、国内のそれぞれの県の踊りが参加する運びになろうかと

思うんで。ぜひそういう流れの中で、台湾とか外国にも行くようになるし、また外国の方

もことしのよさこいでは踊っていただいたということで、かなり国際的にもこのよさこい

が、交流の大きな要素になっているということも、新しいよさこいの流れじゃないかなと

思いますんで、非常に大切にしていただいて。こういう国際化に向けての対策も、ぜひ充

実をしていっていただきたいと思いますけど、いかがですか。 

◎宮地国際観光課企画監 オリンピック・パラリンピックの開閉会式のよさこいの演舞に

つきましては、高知を発祥としまして今全国200カ所以上に広がったよさこいを、日本の祭

りということでぜひ披露させていただきたいと、昨年３月に実行委員会を立ち上げまして、
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組織委員会にも要望活動を続けております。 

 その中で、ロンドンオリンピックのころに各地の文化を発信しようと、文化プログラム

がたくさん開催されたと伺っておりまして、日本でも組織委員会が主催で文化プログラム

を開催することになっております。また、日本全体で盛り上げていただきたいと、共催プ

ログラムも計画もされておりますし、それ以外にも各地域で盛り上げようという動きがご

ざいまして。そちらの文化プログラムでも、高知を発祥とするよさこいの演舞をさせてい

ただきたいと、あわせて組織委員会には要望をしていっているところでございます。 

 それともう一つは、海外の取り組みなんですけれども。海外への発信事業で、海外のチ

ームで活躍される方にアンバサダーに御就任をいただく取り組みを、平成28年からやって

おりますが、そのアンバサダーになっていただく就任式のために高知にお越しいただいた

方が、高知でやはり踊りたいと、自分たちのチームで高知のよさこい祭りに参加したいと

いうお声もたくさんいただいておりますので。まずはそういう海外のチームの方が踊りや

すい環境も整えて、ますます高知のよさこいが海外で認知されて、それをきっかけに高知

に来ていただけるような取り組みをしてまいりたいと考えております。 

◎浜田（英）委員長 浜田豪太委員のさっきの質問に関連したことですが、天皇皇后両陛

下の有終の美を飾る最後の行幸啓、無事に盛会のうちに幕を閉じることができました。皆

様方のおかげだと思います。御礼を申し上げたいと思います。 

 ただ、一つ残念なことがございました。それは何かと申しますと、その日に重ねて入っ

たクルーズ船があったんです。そのクルーズ船は、全然バスのチャーターができていなか

った。ですから、たくさんのインバウンド観光客が高知新港で、もう棒立ちで何十分も何

時間も待たされた。要するに、観光バスが１台ぐらいしかチャーターできていなくて、そ

れがピストン運送で市内と往復しよったそうです。それでタクシー会社にも電話がかかっ

てきた。タクシー会社の社長と私は話したんですけれども、ふだん高知新港からタクシー

の呼び出しがあって行っても、乗ってくれた試しがない。ほとんどがみんなバスばっかり

乗る。だからオオカミ少年よね、今度もきっと誰も乗ってくれないだろうと思って、タク

シーの要請もあったけどあんまりタクシーも行かない。結局何台か行ったら、物すごい人

がたくさん並んでいるよと。そのタクシーに乗ったインバウンドのお客さん、もう高知に

は二度と来るか、こんなところはと、非常にみそをつけた残念なことがございました。随

分と海外からインバウンドの、高知に悪い印象を持ったと思います。これ一つ反省点で。 

 それで解決策として、そのタクシー会社の社長が僕にこう言いました。高知新港のタク

シー乗り場、あるいはバス乗り場へウエブカメラを設置してくれんかと。それで、いつで

もその状況が見えるように、大分待ちゆうなと、バスへ乗るがを待ちゆう人がおるから、

それじゃあタクシーをぱっと回そうかと。こういうことが、対策として一つ考えられるん

じゃないかと。ウエブカメラをつけることは、あんまりお金が要らんので。自分が見たい
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ときだけ、高知新港のクルーズ船が入ったときの、お客さんの待ち具合を見れるだけでい

いんです。これをぜひ設置して、タクシー会社のみんなが見れるようにしてやったら、そ

れなりに効果があるんじゃないかということですので、ぜひとも御検討いただきたいと思

います。 

 これはクルーズ船が入ってくるのに、ほとんど天皇陛下の行幸啓で、バスが全部貸し切

り状態になっておったんで、恐らく無理だったと思うんですけれども。そういう状況は、

前もってわからんかったのかなと思って、非常に残念に思いました。そこら辺どうですか。 

◎谷脇おもてなし課長 おもてなし課長の谷脇です。10月28日のＭＳＣスプレンディダと

いう船なんですけど、この客船は少しこれまでのクルーズ船と形態が変わっていまして。

皆さんジャパネットたかたって聞いたことがあるかと思うんですけど、ジャパネットたか

たのお客様をメーンにしたクルーズ船でした。外国客船ではあるんですが、ほとんどのお

客様が日本人でして。またツアーのつくり方が変わっていまして、通常のツアーとは別に、

桂浜とかカツオ船とか、そちらのほうを巡回するツアーが、25台ほど組まれていました。

なので、そのお客様が巡回バスに乗るのを、少し待たれていたという情報を聞いておりま

す。市街地に来る分のシャトルバスは、通常でしたら到着しまして１時間後ぐらいには出

るんですけど、その巡回バスの関係で、到着、寄港が大体１時ぐらいだったんですが、３

時ぐらいからシャトルバスが出るような状況でして。初めての試みの船にはなっています。

おとといにも同じようにＭＳＣスプレンディダで、ジャパネットたかたの船が入ってきま

して。前回の反省を生かしまして、少しツアーバスの巡回の方法とか、あと坂本龍馬記念

館で混雑がありましたので、そういったところの改善を試みましたけど、まだもう少し改

善が必要という声も聞いております。今後、港湾振興課とコンベンション協会とおもてな

し課で、ツアーの造成とか、そういったお客様の回し方、あるいは先ほどのタクシーのお

話とかを検討していきたいと思います。 

◎浜田（英）委員長 外国人が二度と来るかと、日本語で言いますかね。社長はそういう

ふうに言うたんで、多分インバウンドの外国人がそう言うたんかなと思ったら、ジャパネ

ットたかたのツアーだったんですか。いずれにせよ悪い印象を与えたことは確かですので、

改善できるところは努力していただきたいと思います。 

 以上で、国際観光課を終わります。 

〈地域観光課〉 

◎浜田（英）委員長 次に、地域観光課について行います。 

（執行部の説明） 

◎浜田（英）委員長 質疑を行います。 

◎大野委員 越知のキャンプ場ですけれども、おかげさまで第１弾が完成しまして、今 

5,000人ですか、5,000人が多いか少ないかは僕もよくわからんがですけど。いずれにせよ、
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これから先来た人に、いかにその地域でお金も落としていただくかっちゅうことを、ちょ

っと考えていかないかんかなと。地域でもいろんなことを考えている中で、先ほど説明が

あった地域観光推進交付金は、決算額がゼロで限度額が4,500万円。これは５年間で4,500

万円使えるということなんでしょうかね。 

◎澤田地域観光課長 はい。こちらのほうは、５年以内で限度額が使える形になっていま

すので、掛ける５という制度ではございません。 

◎大野委員 ということはその中で、先ほど言った地域にお金が回るような仕組みなんか

もつくれる、そういうところにも活用できる事業ですね。 

◎澤田地域観光課長 はい、御指摘のとおりでございまして。例えばカヌー等の備品なん

かをこれでそろえていただくこともできますでしょうし、越知駅と連携した事業なんかに

も、活用していただけると考えております。 

◎大野委員 例えば、単年度で一気に使うこともできるし、分けて使うこともできるとい

うことでよろしいですかね。 

◎澤田地域観光課長 はい、そうでございます。 

◎上田（周）副委員長 部長からも冒頭、来年２月から自然・体験型の観光キャンペーン

の展開というお話があって、先ほど課長からも、仁淀ブルー観光協議会の話もありました

が。そんな中でおかげさまでいの町、この歴史観光資源、観光クラスター形成、今沈下橋

ブームというか、名越屋の日高村といの町にかかっている沈下橋が、行かれたと思います

が、仁淀ブルー効果で毎週土日は結構県外から来ていましてね。せんだっても神奈川県か

ら、どうして来ましたかというたら、インターネットを見て、これを見て次どこへ行った

らいいですかいうて、逆に尋ねられました。 

 そんな中で受け入れ体制の問題です。ここはトイレの問題がありまして、具体に言いま

したら、周辺の住んでいる方の家へ借りに来るという実態があります。もう一つ、いわゆ

る仁淀ブルーの原点、カワガラスが住み込んで、今ひろめ市場にもありますし、ＪＲの高

知駅にもありますし、旅広場にも物すごいＰＲしてくれています。 

 そんな中でちょっと困っているのが、これは土木部にお話しなければならないと思いま

すが、例えば仁淀ブルーの原点、安居渓谷へ行くのに、これからまた紅葉のシーズンで、

土日になりますと県道安居公園線が、県外の車で来た方と地元の方が行き違いができずに。

県外の方は危ないから中央のほうに寄って来るんですよ。この土日に毎週、今地元の役場

の方が交通整理で。ありがたいけど、地元の日常生活に本当に支障が出ている現実があり

ますので。そのあたり、これは質問ではないですけど、また部の間で協議を、例えば退避

所を設けるとかいろんな方策があると思います。ふだん５分で国道494号へ出てこれるとこ

ろが、１時間もかかるという現実の問題がございまして、そのあたりまた検討していただ

きたいと思います。これは本当に切実な、ありがたいけどそういう問題があるということ
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で、承知をしていただきたいとお願いしておきたいと思います。 

◎澤田地域観光課長 まず１点目に御指摘いただきました、トイレ整備の問題でございま

すけれども。今回の自然・体験型観光に伴いまして、この６月議会でメニューを拡充させ

ていただきました。その中で自然景観を整備するであったりとか、体験型施設を整備する

という補助メニューをつくりましたけれども、やはり単なる修繕等ではなくて、地元にい

かにしてお金を落としていただくかというのが、一つの眼目でございます。したがいまし

て、先ほどのトイレ整備に関しましても、例えば伊尾木洞のほうもやはりトイレ整備の問

題がございまして。あちらのほうでは観光案内所とガイドさんが駐在できるようなところ

をつくることによって、あわせてトイレ整備もするという知恵出しもいただいたところで

ございます。そういった形で、何らかのお金が落ちる仕組みとあわせて整備をしていただ

く工夫ができれば、大変ありがたいと思っております。我々のほうでも市町村任せではな

くて、こういったことがアイデアとしてできるんではないかという御助言もさせていただ

きながら、整備を進めさせていただきたいと考えてございます。 

 それと、もう１点の基盤整備の関係でございますけれども。庁内で土木部、我々、ほか

の関係部局と、基盤整備でＰＴをつくってございます。したがいまして、きょう御指摘が

ございました点につきましても共通の課題として、そちらのほうにも我々としてお話をさ

せていただくような形で、対応させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

◎上田（周）副委員長 この補助金の一覧表を見ても、恐らく２月からは、この観光資源

というか地域資源の掘り起こしで、中山間地域が主な舞台となろうかと思います。そんな

中で、実際ありがたいがですが、例えば沈下橋、増水した後とか、それから渓谷とか、ち

ょっと危ない面もはらんでいる部分もありますので。そのあたりまた、今地元のお話も出

ましたので、地元の市町村とよくよく話して、展開をしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

◎金岡委員 先日、豊穣祭in嶺北がありましたけれども、圧倒的な人が出ていました。も

う物すごい人でしたね。昨年、一昨年どうだったかといったら、それほどじゃなかったと

思っておるんですが。そしたら、それほどに変わった要因とは何なんだと。もちろん会場

の問題もあったでしょうし、それから天気もよかったということもありますけれども。や

っぱり宣伝、広報が行き渡ったんじゃないかという思いがしています。それだけであれだ

けの違いが出てくるのかなと。いらっしゃった方、誰かいらっしゃいますか。大変な人だ

ったと思います。そういうことを考えれば、いわゆるイベントを打っていくのも非常に効

果が大きいと。そうした中で、先ほども申しました繰り返しになりますけれども、情報を

どれだけ出していくかが大きな課題になろうかと思いますので、そこら辺見ていらっしゃ

ったらわかると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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◎浜田（英）委員長 以上で、地域観光課を終わります。 

〈おもてなし課〉 

◎浜田（英）委員長 次に、おもてなし課について行います。 

（執行部の説明） 

◎浜田（英）委員長 それでは質疑を行います。 

◎大野委員 この９月議会で、自分は時間がなくなって、最後に質問ができんかったこと

がありまして。ＬＣＣの誘致のお礼とあわせて、高知龍馬空港のバリアフリー化を質問し

たかったんですけれども。例えばタラップを上がるときとかに、そのまま車両で、車椅子

なんかで来れたりして、そのまま車椅子で上がれるような設備があるらしいんですけれど

も。そういったことを国交省が事業化されて、全国に導入をしていこうということがある

みたいな、情報があれば教えていただきたいんですけど。 

◎谷脇おもてなし課長 高知龍馬空港のバリアフリーの状況につきましては、現状につき

ましても現地調査を行っておりまして、空港ですのでほかの機関に比べると割とバリアフ

リー化はできているんですけど。先ほどのＬＣＣの、他県でもありましたような事例もあ

りますので、そういったことは今後高知龍馬空港というか、国交省と高知龍馬空港側の空

港整備の話になってきますので、土木部ともそういった情報も共有していきたいと思って

います。またこれから話をしていく状況だと聞いております。 

◎塚地委員 今の関連というか、高知龍馬空港に関してのことやないんですけど。バリア

フリー化推進事業の委託料で、情報収集しましたという御説明があって。情報収集して課

題が抽出できて、解決の計画みたいなものになっているのかを教えてもらえますか。 

◎谷脇おもてなし課長 バリアフリーの調査の件なんですけど。まずは正確なバリア情報

とかバリアフリー情報を、観光客の方にお伝えをすることを目的にしております。将来的

にはバリアフリーの状況とかのお問い合わせがあったときに、正確な情報を観光客の方に

お伝えすることによって、その方のさまざまな障害に合った、この場合この方には行けな

い場所だけど、こちらの方は行けるという、御自身での判断ができるような情報の集積を

やっていきたいと思っております。 

 ただ、こういった現地調査をすることによって、調査を受け入れてくださっている機関

のほうは、意識の向上にもつながってまいりますので、そちらの機関の方にも可能な限り

同席をいただいて、調査をするようにもしております。そういった意識の向上にもつなげ

ていくような働きもありますが、メーンの目的といたしましては、バリアフリー情報、バ

リア情報の正確な収集と考えております。 

◎塚地委員 わかりました。それこそ、ＪＲの鹿児島のある駅におりようとした人が、お

りた後、階段から運んでもらえないという情報もあって。そういうことが前もってわかっ

ていたら、ボランティアの方に来てもらうようなことも可能なので、正確な情報をお伝え
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していただくのは大変大事やと思いますけど。先ほどおっしゃったように、さらに一歩進

めて、そういう問題意識を持って改善に当たってくださるとなると、なおいいと思うので、

またその点も頑張っていただきたいと思います。 

 私このおもてなし課では、いつもトイレの話しかしていないんですけどね。この間それ

こそ安居渓谷も行っちょりまして。やっぱり一緒に高齢者の方が行かれるんで、バリアフ

リーのお手洗いがきちんとそれなりにないと、そんなにいっぱいある必要もないんですけ

ど。やっぱりトイレは最大の課題じゃないかと。これから特に自然体験をしていくという、

今までそういうものがないところにみんなに行ってもらう形になるんで、さっきの御答弁

だと何か、お金を稼げる施設と一体化して構えてほしいとかおっしゃったけど、そんなこ

とできるんかなと思って。やっぱり一定投資せんと、トイレがふえていくことにならんが

じゃないかと思って、ちょっともう一編おもてなし課でもお話聞いてみたらどうかと。 

◎谷脇おもてなし課長 おもてなし課としましては、なかなか整備をしていくところまで

の補助メニューまでは持っていないんですけど。先ほどのバリアフリーの情報と同じよう

にはなりますが、ここの観光地に行くには、こういったユニバーサルトイレがここにあり

ますとか、ベビーベッドを備えたトイレであるとか、障害のある方が寝転べるトイレがあ

りますとか。そこの観光地に行くまでの間に利用できるトイレの情報もしっかりと提供し

ていきたいと、このバリアフリー調査の中で思っておりますので。観光施設だけではなく

て、周辺のトイレとかそういったところも。施設の中のトイレでも、誰でも利用できるト

イレであれば、ここはホテルだけどどなたでも利用できますよとか、そういった情報も収

集しながら、お客様に伝えていきたいと思っております。 

◎塚地委員 わかりました。それもすごい大事なことでね。とりあえずここで済ましてか

ら行ってね、ということもできるから大事なんやけど、やっぱりその場にね。もうずっと

一貫してトイレ、トイレって言い続けて。なかなか維持経費も大変なんやとは思うけど、

やっぱり思い切ってもう、自然に親しむ観光ということになると必需品なんで。いろいろ

思い切った予算措置も要るんじゃないかと思うんで、また検討してみてください。 

◎吉村部長 仁淀川町のトイレ整備については、今31年度予算のオーダーを各市町村から

いただいておりまして。その中にも、先ほど澤田課長から御説明しましたようなプランで

オーダーをいただいていますので、また仁淀川町とお話をさせていただいて、進めていき

たいと思っております。 

◎大野委員 ちょっと補足で。仁淀川町なんですけど、やるのはいろんなメニューでやれ

るんですけれども、それから後の、維持経費の問題も含めて管理を誰がするのかというと

ころが、これが人がどっさりおれば別ですけど、本当になかなか大変なんで。やっぱりそ

うしたベースの部分、例えばここはどこが、どういう人が、どういう団体が管理する、そ

ういうところからまたよろしくお願いします。 
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◎浜田（英）委員長 以上で、おもてなし課を終わります。 

 これで、観光振興部を終わります。 

 以上をもって、本日の日程は全て終了いたしまして、次回は明日11月９日、金曜日に開

催し、水産振興部と土木部の決算審査を行います。 

 開会時刻は午前10時といたします。 

 本日はこれで委員会を閉会いたします。             （16時19分閉会） 

 


